
参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

会
費　

２
０
０
０
円
（
弁
当
・
路
線
バ

ス
・
入
浴
料
・
保
険
込
）

締
切　

６
月
30
日
㈫

取
消　

当
日　

１
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

今
井　

隆
志

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
３
４
３
１

 

第
80
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
10
日
㈮

場
所　

金
砂
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
52
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
３
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

６
月
25
日
㈭

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

第
１
０
３
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
15
日
㈬

場
所　

鹿
沼
プ
レ
ミ
ア
ム
Ｇ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
４
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

５
２
５
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

７
月
６
日
㈪

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
49
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
11
日
、
富
岡
Ｃ
Ｃ
サ
ウ
ス
コ
ー

ス
に
て
、
12
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
前
日
は
雨
で
し
た
が
当
日
は
快
晴
、

ゴ
ル
フ
に
最
適
な
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

春
を
感
じ
な
が
ら
、
全
員
が
楽
し
く
プ

レ
ー
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

81
10.8
70.2

準
優
勝　

菊
池　
　

謙
さ
ん　

85
14.4
70.6

３　

位　

吉
田　
　

慶
さ
ん　

88
14.4
73.6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
題
は
「
熱
燗
」

熱
燗
が
五
臓
六
腑
へ
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

熱
燗
を
避
け
て
ぬ
る
燗
酒
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

熱
燗
よ
り
人
肌
恋
し
独
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

屋
台
で
は
熱
燗
片
手
に
愚
痴
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

寒
い
夜
テ
レ
ビ
が
友
の
熱
燗
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

熱
燗
が
沁
み
る
ふ
る
さ
と
雪
だ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

喜
怒
哀
楽
勝
る
熱
燗
安
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

あ
っ
ち
っ
ち
耳
を
つ
ま
ん
で
酌
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
兼
題
は
「
陽
炎
」

啓
蟄
や
這
ひ
出
る
虫
に
陽
の
恵
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

石
走
る
川
面
み
つ
め
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

白
杖
の
去
り
て
陽
炎
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

淡
雪
や
大
地
の
上
に
留
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

陽
炎
に
揺
れ
る
昔
の
疼
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

春
疾
風
大
地
を
覆
う
馬
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
中
、
平
和
産
業
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
最
初
に
打
撃
を
受
け
、
会
社

お
よ
び
現
役
の
皆
様
の
ご
苦
労
は
大
変

な
も
の
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
退
社
後
四
半
世
紀
、
現
在
私

は
人
口
１
万
３
千
人
余
り
の
小
さ
な
町

で
議
会
議
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
23
年
４
月
初
当
選
。
現
在
３

期
目
に
入
り
、
唯
一
の
女
性
議
員
で
す
。

　

子
供
も
手
が
離
れ
、
そ
れ
ま
で
夢
中

で
働
き
、
働
か
せ
て
く
れ
た
世
間
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
始
め

た
頃
、
ち
ょ
う
ど
町
議
会
選
挙
が
あ
り
、

こ
れ
ぞ
と
意
を
決
し
ま
し
た
。
世
間
で

は
男
女
共
同
参
画
と
大
声
で
叫
ば
れ
て

い
て
も
、
か
け
声
ば
か
り
の
実
情
下
、

定
員
12
名
の
枠
に
入
る
こ
と
は
、
知
名

度
も
看
板
も
な
い
私
に
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
し
た
。
チ
ラ
シ
を
作
り
一
軒

一
軒
歩
い
て
お
願
い
に
上
が
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
３
月
11
日
に
は
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
地
震
に
も
遭
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
努
力
が
実
り
、
無
事
当
選
の
栄

誉
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
声
を
代
弁
し
、
女
性
が
当
た

り
前
に
行
政
に
参
画
し
て
い
け
る
社
会

づ
く
り
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
、
残
り
少

な
い
人
生
の
中
で
精
一
杯
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
の
11
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
３
月
出
発
分
〉

橋
本
紀
子　

金
田
暹
道　
市
川
佐
知
子

石
黒
國
三
郎　

草
野
清
春　

大
塚
佳
幸

尾
野
通
男　

彦
坂
和
男　
木
部
八
千
代

野
口
英
明　

鈴
木
和
子

　

次
の
18
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
１
月
〉

深
谷
治
雄

〈
３
月
〉

横
山
駿
一　

金
子　

實　
五
十
嵐
雪
雄

山
場
利
雄　

生
沢
弘
幸　

小
林　

博

松
本　

一　
植
田
伊
三
郎　

石
井　

拓

谷
島　

久　

中
島
嘉
秋　

田
辺　

弘

田
邉
智
男　

末
宗
直
人　
薬
師
寺
玖
美
子

鷲
澤
典
子　

斉
藤
寛
子

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
５

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
４
月
〉

宇
都
宮
市　
　
　
　

飯
田　
　

優
さ
ん

栃
木
県
塩
谷
郡　
　

野
澤　

幸
子
さ
ん

（
以
上
な
ん
た
い
倶
楽
部
）

流
山
市　
　
　
　
　

加
藤　

千
佳
さ
ん

（
常
磐
倶
楽
部
）

市
川
市　
　
　
　
　

渡
邊　

和
俊
さ
ん

（
京
葉
倶
楽
部
）

江
東
区　
　
　
　
　

庄　
　

達
夫
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

６
月

12
日 

㈮

13
日 

㈯

17
日 

㈬

25
日 

㈭

　
　

 

下
旬

７
月
　
　

 　
14
日 

㈫

関
東
最
大
級
の
鍾
乳
洞
と
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ 

（
延
期
）

と
ち
ぎ
県
民
の
日
記
念 

県
南
の
文
化
施
設
巡
り（
延
期
）

小
田
原
城
・
熱
海
バ
ス
の
旅
（
１
泊
２
日
） 

（
中
止
）

東
京
消
防
庁
防
災
体
験
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

（
中
止
）

横
浜
み
な
と
み
ら
い
新
ス
ポ
ッ
ト
巡
り 

（
中
止
）

初
夏
の
懇
親
会 

（
中
止
）

遊
歩
道
ア
プ
ト
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ

さ
き
た
ま

な
ん
た
い

常　

磐

京　

葉

湘　

南

と
き
わ
路

北
関
東

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
へ

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
状
況

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

金
政　

初
美

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
収
束

が
見
え
な
い
中
、
会
員
の
皆
様
も
不
安

や
戸
惑
い
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
地
区
の
親
睦
活
動
も
、

一
部
の
ゴ
ル
フ
を
除
き
中
止
や
延
期
、

同
好
会
活
動
も
同
様
で
す
。

　

と
は
い
え
、
人
命
と
社
会
の
存
続
に

関
わ
る
問
題
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
我
慢

を
し
て
、
感
染
防
止
を
第
一
に
お
一
人

お
ひ
と
り
健
康
に
充
分
気
を
つ
け
お
過

ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
、
当
面
、
支
部

だ
よ
り
や
Ｈ
Ｐ
で
情
報
交
流
を
行
い
つ

つ
、
事
態
が
終
息
し
安
心
し
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
に
は
、
思
い
っ

き
り
活
動
を
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
今
ど
う
し
て
い

る
の
か
、
皆
さ
ん
も
心
配
さ
れ
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
現
在
、

お
客
様
や
社
員
の
感
染
防
止
と
安
全
確

保
を
最
優
先
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。
４
月
14
日
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

①
現
在
、
全
世
界
が
外
務
省
「
危
険
情

報
」
の「
渡
航
中
止
勧
告
」ま
た
は「
不

要
不
急
の
渡
航
自
粛
」
と
な
っ
て
お
り
、

例
え
ば
ル
ッ
ク
は
６
月
30
日
出
発
分
ま

で
催
行
中
止
で
す
。

②
法
人
事
業
店
舗
は
在
宅
勤
務
に
切
り

替
え
、
店
舗
毎
に
営
業
日
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
一
般
店
舗
は
当
初
、
緊
急
事

態
宣
言
対
象
地
域
は
休
業
、
そ
の
他
地

域
は
電
話
営
業
の
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
宣
言
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
て
か
ら

は
、
全
店
舗
が
当
面
の
間
、
臨
時
休
業

（
一
部
店
舗
で
電
話
対
応
を
実
施
）
し
、

旅
の
予
約
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
営
業
を
続

け
て
い
ま
す
。

③
社
員
は
、
テ
レ
ビ
会
議
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な

ど
を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
在
宅
勤
務

を
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
店
舗
休
業
と
し
つ
つ
も
、
申
し
込

み
済
の
お
客
様
へ
電
話
対
応
を
行
っ
て

い
る
社
員
、
慣
れ
な
い
在
宅
勤
務
に
奮

闘
す
る
社
員
、
休
業
中
で
も
来
る
べ
き

時
に
備
え
て
自
己
啓
発
に
勤
し
む
社
員
、

問
い
合
わ
せ
対
応
が
集
中
し
て
い
る
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
社
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
逆
境
を
契
機
と
し
た
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、

①
「
る
る
ぶ
情
報
版
の
無
料
開
放
」

②
自
治
体
な
ど
に
向
け
た
、「
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
当
社
契
約
宿
泊
施
設

と
の
取
り
組
み
」

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
こ
う
し
た
後
輩
達
に
心
か

ら
エ
ー
ル
を
送
る
と
共
に
、
社
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
あ
る
「
こ
の
試
練
の
先
に
は

間
違
い
な
く
人
々
が
安
心
し
て
交
流
で

き
る
時
が
来
る
」、
そ
の
時
に
、
微
力

な
が
ら
も
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
強
力

に
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
太
字
個
所
は
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
参
照

今
年
度
も
「
お
一
人
１
件
紹
介
」
を
‼

　

平
素
は
お
客
様
紹
介
運
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
秋
の
台
風
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
旅
行
紹
介
の
年
間
金

額
が
、
こ
こ
数
年
で
初
め
て
１
億
円
を

下
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
ナ
イ
ス
ギ
フ

ト
の
紹
介
金
額
は
、
前
年
よ
り
13
％
も

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
間
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
旅
行
紹
介
件
数
（
対
前
年
）

　

２
９
８
件
（
80
％
）

　

９
２
２
９
万
円
（
67
％
）

◎
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
（
対
前
年
）

　

２
２
０
件
（
93
％
）

　

９
４
１
万
円
（
１
１
３
％
）

　

ま
た
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
紹

介
実
績
上
位
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

☆
旅
行
紹
介
件
数

　

木
部
八
千
代
さ
ん
（
北
関
東
）

　

市
川
佐
知
子
さ
ん
（
北
関
東
）

　

矢
部　

和
郎
さ
ん
（
湘
南
）

☆
旅
行
紹
介
金
額

　

船
山　

里
子
さ
ん
（
な
ん
た
い
）

　

濱
野
キ
ヨ
子
さ
ん
（
東
京
２
３
）

　

野
口　

英
明
さ
ん
（
東
京
２
３
）

☆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
金
額

　

中
島　

嘉
秋
さ
ん
（
さ
き
た
ま
）

　

矢
部　

和
郎
さ
ん
（
湘
南
）

　

小
林　

哲
二
さ
ん
（
京
葉
）

　

お
客
様
紹
介
運
動
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動

の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対

す
る
目
に
見
え
る
形
で
の
応
援
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終

息
に
目
途
が
つ
い
た
暁
に
は
、
よ
り
一

層
の
積
極
的
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
ご
本
人
の
旅
行
も
紹
介
実
績
と

な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き

「
お
一
人
１
件
紹
介
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

遊
歩
道
ア
プ
ト
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ

　

か
つ
て
信
越
本
線
で
碓
氷
峠
を
登
る

の
に
活
躍
し
て
い
た
ア
プ
ト
式
鉄
道
。

そ
の
廃
線
後
の
遊
歩
道（
６
㎞
）を
歩
き
、

10
門
の
ト
ン
ネ
ル
や
、
眼
鏡
橋
を
代
表

す
る
鉄
道
煉
瓦
構
造
物
な
ど
の
鉄
道
遺

産
に
触
れ
ま
す
。
涼
や
か
で
緑
豊
か
な

コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
14
日
㈫

集
合　

横
川
駅
改
札
前　

９
時
30
分

行
程　

横
川
駅　

旧
丸
山
変
電
所　

峠

の
湯　

碓
氷
湖（
昼
食
／
弁
当
）

　

め
が
ね
橋　

熊
ノ
平　

峠
の

湯（
入
浴
）　

横
川
駅

　
　
　

16
時
20
分
頃
解
散

定
員　

20
名

２
０
１
９
年
度

　

お
客
様
紹
介
運
動
実
績
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か
げ
ろ
う

い
わ
ば
し

は
る

は
や
て

会
費　

２
０
０
０
円
（
弁
当
・
路
線
バ

ス
・
入
浴
料
・
保
険
込
）

締
切　

６
月
30
日
㈫

取
消　

当
日　

１
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

今
井　

隆
志

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
３
４
３
１

 

第
80
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
10
日
㈮

場
所　

金
砂
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
52
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
３
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

６
月
25
日
㈭

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

第
１
０
３
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

７
月
15
日
㈬

場
所　

鹿
沼
プ
レ
ミ
ア
ム
Ｇ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
４
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

５
２
５
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

７
月
６
日
㈪

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
49
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

３
月
11
日
、
富
岡
Ｃ
Ｃ
サ
ウ
ス
コ
ー

ス
に
て
、
12
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
前
日
は
雨
で
し
た
が
当
日
は
快
晴
、

ゴ
ル
フ
に
最
適
な
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

春
を
感
じ
な
が
ら
、
全
員
が
楽
し
く
プ

レ
ー
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

81
10.8
70.2

準
優
勝　

菊
池　
　

謙
さ
ん　

85
14.4
70.6

３　

位　

吉
田　
　

慶
さ
ん　

88
14.4
73.6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
題
は
「
熱
燗
」

熱
燗
が
五
臓
六
腑
へ
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

熱
燗
を
避
け
て
ぬ
る
燗
酒
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

熱
燗
よ
り
人
肌
恋
し
独
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

屋
台
で
は
熱
燗
片
手
に
愚
痴
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

寒
い
夜
テ
レ
ビ
が
友
の
熱
燗
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

熱
燗
が
沁
み
る
ふ
る
さ
と
雪
だ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

喜
怒
哀
楽
勝
る
熱
燗
安
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

あ
っ
ち
っ
ち
耳
を
つ
ま
ん
で
酌
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

３
月
の
互
選
句

　

３
月
の
兼
題
は
「
陽
炎
」

啓
蟄
や
這
ひ
出
る
虫
に
陽
の
恵
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

石
走
る
川
面
み
つ
め
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

白
杖
の
去
り
て
陽
炎
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

淡
雪
や
大
地
の
上
に
留
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

陽
炎
に
揺
れ
る
昔
の
疼
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

春
疾
風
大
地
を
覆
う
馬
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
中
、
平
和
産
業
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
最
初
に
打
撃
を
受
け
、
会
社

お
よ
び
現
役
の
皆
様
の
ご
苦
労
は
大
変

な
も
の
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
退
社
後
四
半
世
紀
、
現
在
私

は
人
口
１
万
３
千
人
余
り
の
小
さ
な
町

で
議
会
議
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
23
年
４
月
初
当
選
。
現
在
３

期
目
に
入
り
、
唯
一
の
女
性
議
員
で
す
。

　

子
供
も
手
が
離
れ
、
そ
れ
ま
で
夢
中

で
働
き
、
働
か
せ
て
く
れ
た
世
間
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
始
め

た
頃
、
ち
ょ
う
ど
町
議
会
選
挙
が
あ
り
、

こ
れ
ぞ
と
意
を
決
し
ま
し
た
。
世
間
で

は
男
女
共
同
参
画
と
大
声
で
叫
ば
れ
て

い
て
も
、
か
け
声
ば
か
り
の
実
情
下
、

定
員
12
名
の
枠
に
入
る
こ
と
は
、
知
名

度
も
看
板
も
な
い
私
に
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
し
た
。
チ
ラ
シ
を
作
り
一
軒

一
軒
歩
い
て
お
願
い
に
上
が
り
ま
し
た
。

奇
し
く
も
３
月
11
日
に
は
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
地
震
に
も
遭
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
努
力
が
実
り
、
無
事
当
選
の
栄

誉
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
声
を
代
弁
し
、
女
性
が
当
た

り
前
に
行
政
に
参
画
し
て
い
け
る
社
会

づ
く
り
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
、
残
り
少

な
い
人
生
の
中
で
精
一
杯
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
の
11
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
３
月
出
発
分
〉

橋
本
紀
子　

金
田
暹
道　
市
川
佐
知
子

石
黒
國
三
郎　

草
野
清
春　

大
塚
佳
幸

尾
野
通
男　

彦
坂
和
男　
木
部
八
千
代

野
口
英
明　

鈴
木
和
子

　

次
の
18
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
１
月
〉

深
谷
治
雄

〈
３
月
〉

横
山
駿
一　

金
子　

實　
五
十
嵐
雪
雄

山
場
利
雄　

生
沢
弘
幸　

小
林　

博

松
本　

一　
植
田
伊
三
郎　

石
井　

拓

谷
島　

久　

中
島
嘉
秋　

田
辺　

弘

田
邉
智
男　

末
宗
直
人　
薬
師
寺
玖
美
子

鷲
澤
典
子　

斉
藤
寛
子

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
５

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
４
月
〉

宇
都
宮
市　
　
　
　

飯
田　
　

優
さ
ん

栃
木
県
塩
谷
郡　
　

野
澤　

幸
子
さ
ん

（
以
上
な
ん
た
い
倶
楽
部
）

流
山
市　
　
　
　
　

加
藤　

千
佳
さ
ん

（
常
磐
倶
楽
部
）

市
川
市　
　
　
　
　

渡
邊　

和
俊
さ
ん

（
京
葉
倶
楽
部
）

江
東
区　
　
　
　
　

庄　
　

達
夫
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

会
員
だ
よ
り

そ
の
後
四
半
世
紀北関

東
　
山
﨑　

澄
子

訃
　
　
　
　
報

青
木　

政
久
さ
ん　
（
83
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
元
年
10
月
25
日

三
好　

勇
夫
さ
ん　
（
75
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
元
年
12
月
１
日

長
島　
　

徹
さ
ん　
（
71
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
23
日

川
嶋　

健
一
さ
ん　
（
71
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
27
日

岩
崎　

輝
雄
さ
ん　
（
87
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
27
日

小
林　
　

栄
さ
ん　
（
１
０
１
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
30
日

長
谷　

英
信
さ
ん　
（
86
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
６
日

濱
田　

重
臣
さ
ん　
（
81
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
11
日

謹
ん
で
心
か
ら

　
　
　

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

北
関
東
倶
楽
部

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
へ

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
状
況

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

金
政　

初
美

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
収
束

が
見
え
な
い
中
、
会
員
の
皆
様
も
不
安

や
戸
惑
い
の
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
地
区
の
親
睦
活
動
も
、

一
部
の
ゴ
ル
フ
を
除
き
中
止
や
延
期
、

同
好
会
活
動
も
同
様
で
す
。

　

と
は
い
え
、
人
命
と
社
会
の
存
続
に

関
わ
る
問
題
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
我
慢

を
し
て
、
感
染
防
止
を
第
一
に
お
一
人

お
ひ
と
り
健
康
に
充
分
気
を
つ
け
お
過

ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
、
当
面
、
支
部

だ
よ
り
や
Ｈ
Ｐ
で
情
報
交
流
を
行
い
つ

つ
、
事
態
が
終
息
し
安
心
し
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
に
は
、
思
い
っ

き
り
活
動
を
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
今
ど
う
し
て
い

る
の
か
、
皆
さ
ん
も
心
配
さ
れ
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
現
在
、

お
客
様
や
社
員
の
感
染
防
止
と
安
全
確

保
を
最
優
先
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。
４
月
14
日
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

①
現
在
、
全
世
界
が
外
務
省
「
危
険
情

報
」
の「
渡
航
中
止
勧
告
」ま
た
は「
不

要
不
急
の
渡
航
自
粛
」
と
な
っ
て
お
り
、

例
え
ば
ル
ッ
ク
は
６
月
30
日
出
発
分
ま

で
催
行
中
止
で
す
。

②
法
人
事
業
店
舗
は
在
宅
勤
務
に
切
り

替
え
、
店
舗
毎
に
営
業
日
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
一
般
店
舗
は
当
初
、
緊
急
事

態
宣
言
対
象
地
域
は
休
業
、
そ
の
他
地

域
は
電
話
営
業
の
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
宣
言
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
て
か
ら

は
、
全
店
舗
が
当
面
の
間
、
臨
時
休
業

（
一
部
店
舗
で
電
話
対
応
を
実
施
）
し
、

旅
の
予
約
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
営
業
を
続

け
て
い
ま
す
。

③
社
員
は
、
テ
レ
ビ
会
議
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な

ど
を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
在
宅
勤
務

を
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
店
舗
休
業
と
し
つ
つ
も
、
申
し
込

み
済
の
お
客
様
へ
電
話
対
応
を
行
っ
て

い
る
社
員
、
慣
れ
な
い
在
宅
勤
務
に
奮

闘
す
る
社
員
、
休
業
中
で
も
来
る
べ
き

時
に
備
え
て
自
己
啓
発
に
勤
し
む
社
員
、

問
い
合
わ
せ
対
応
が
集
中
し
て
い
る
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
社
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
逆
境
を
契
機
と
し
た
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、

①
「
る
る
ぶ
情
報
版
の
無
料
開
放
」

②
自
治
体
な
ど
に
向
け
た
、「
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
当
社
契
約
宿
泊
施
設

と
の
取
り
組
み
」

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
こ
う
し
た
後
輩
達
に
心
か

ら
エ
ー
ル
を
送
る
と
共
に
、
社
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
あ
る
「
こ
の
試
練
の
先
に
は

間
違
い
な
く
人
々
が
安
心
し
て
交
流
で

き
る
時
が
来
る
」、
そ
の
時
に
、
微
力

な
が
ら
も
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
強
力

に
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
太
字
個
所
は
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
参
照

今
年
度
も
「
お
一
人
１
件
紹
介
」
を
‼

　

平
素
は
お
客
様
紹
介
運
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
秋
の
台
風
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
旅
行
紹
介
の
年
間
金

額
が
、
こ
こ
数
年
で
初
め
て
１
億
円
を

下
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
ナ
イ
ス
ギ
フ

ト
の
紹
介
金
額
は
、
前
年
よ
り
13
％
も

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
間
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
旅
行
紹
介
件
数
（
対
前
年
）

　

２
９
８
件
（
80
％
）

　

９
２
２
９
万
円
（
67
％
）

◎
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
（
対
前
年
）

　

２
２
０
件
（
93
％
）

　

９
４
１
万
円
（
１
１
３
％
）

　

ま
た
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
紹

介
実
績
上
位
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

☆
旅
行
紹
介
件
数

　

木
部
八
千
代
さ
ん
（
北
関
東
）

　

市
川
佐
知
子
さ
ん
（
北
関
東
）

　

矢
部　

和
郎
さ
ん
（
湘
南
）

☆
旅
行
紹
介
金
額

　

船
山　

里
子
さ
ん
（
な
ん
た
い
）

　

濱
野
キ
ヨ
子
さ
ん
（
東
京
２
３
）

　

野
口　

英
明
さ
ん
（
東
京
２
３
）

☆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
金
額

　

中
島　

嘉
秋
さ
ん
（
さ
き
た
ま
）

　

矢
部　

和
郎
さ
ん
（
湘
南
）

　

小
林　

哲
二
さ
ん
（
京
葉
）

　

お
客
様
紹
介
運
動
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動

の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
対

す
る
目
に
見
え
る
形
で
の
応
援
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終

息
に
目
途
が
つ
い
た
暁
に
は
、
よ
り
一

層
の
積
極
的
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
ご
本
人
の
旅
行
も
紹
介
実
績
と

な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き

「
お
一
人
１
件
紹
介
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

遊
歩
道
ア
プ
ト
の
道
ハ
イ
キ
ン
グ

　

か
つ
て
信
越
本
線
で
碓
氷
峠
を
登
る

の
に
活
躍
し
て
い
た
ア
プ
ト
式
鉄
道
。

そ
の
廃
線
後
の
遊
歩
道（
６
㎞
）を
歩
き
、

10
門
の
ト
ン
ネ
ル
や
、
眼
鏡
橋
を
代
表

す
る
鉄
道
煉
瓦
構
造
物
な
ど
の
鉄
道
遺

産
に
触
れ
ま
す
。
涼
や
か
で
緑
豊
か
な

コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
14
日
㈫

集
合　

横
川
駅
改
札
前　

９
時
30
分

行
程　

横
川
駅　

旧
丸
山
変
電
所　

峠

の
湯　

碓
氷
湖（
昼
食
／
弁
当
）

　

め
が
ね
橋　

熊
ノ
平　

峠
の

湯（
入
浴
）　

横
川
駅

　
　
　

16
時
20
分
頃
解
散

定
員　

20
名

（2）第344号




